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輸配送(貨物自動車)契約ガイドライン制定の背景
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グリーン購入が
企業を動かし、社会を変える

市場を通して 企業の環境経営・商品開発を促進する
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行政機関・企業は行政機関・企業は
大口の消費者大口の消費者

グリーン市場グリーン市場 企企 業業消費者消費者

環境と経済の両立・持続可能な経済社会を環境と経済の両立・持続可能な経済社会を構築



『『ゆりかごから墓場までゆりかごから墓場まで』』のの
製品の一生（ライフサイクル）を考える製品の一生（ライフサイクル）を考える

IN 鉱物資源、エネルギー、水、木材 etc.

資源

OUT 水･大気汚染物質、二酸化炭素、廃棄物 etc.
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原料サプライヤー

部材サプライヤー

サプライチェーンのグリーン化サプライチェーンのグリーン化

環境負荷の小さい製品・サービス環境負荷の小さい製品・サービス
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最終製品メーカー

社 会 制 度 の 再 構 築



印刷・情報用紙 自動車

文具・事務用品 照明（ランプ・器具）

オフィス家具 衣服衣服

パソコン 印刷サービス

グリーン購入ガイドライン
モノモノ((オフィス用品、車、家電等オフィス用品、車、家電等))からサービスへからサービスへ

冷蔵庫 ホテル・旅館

エアコン トイレ設備

テレビ

洗濯機

衛生用紙
コピー機･プリンタ･

ファクシミリ

食品食品

グリーン電力証書グリーン電力証書

輸配送輸配送((貨物自動車貨物自動車))契約契約
（2013年8月制定）



■産業部門：4億2,200万トン
（同12.5％減少）

■運輸部門: 2億3,200万トン
（同6.7％増加）

―環境白書より抜粋―

ガイドライン制定の背景

■業務その他部門:
2億1,700万トン
（同31.9％増加）

■家庭部門: 1億7,200万トン
（同34.8％増加）



「輸配送（貨物自動車）」契約ガイドライン

目的：輸配送部門における環境負荷低減(特にCO2削減)を目
指し、荷主が考慮すべき項目をリストアップするとともに、
積極的に環境対策に取り組む貨物運送事業者との協働
を通して、輸配送分野におけるCO2の削減に貢献するこ
とを目的に策定

１. 対象範囲
行政や企業が契約する、貨物自動車による物品等の運送契約行政や企業が契約する、貨物自動車による物品等の運送契約
全般

① 荷主自らの取組把握（気づき）

② 貨物運送事業者の取組把握・選定

⇒「荷主向け環境取り組み状況チェックリスト」にて整理

⇒信頼のおける貨物運送事業者の環境情報を整理・提

★★ 荷主に積極的に選定してもらうための仕組み荷主に積極的に選定してもらうための仕組みを構築を構築

２. ガイドラインの特徴



① 荷主自らの取組把握（気づき）

≪輸配送に係る環境負荷低減に向けて考慮すべき事項≫

１．環境取り組み体制の構築

２．鉄道及び船舶の活用などの輸送方法の選択

◆ガイドライン項目１）

荷主は、輸配送分野（貨物自動車）における環境対策を
行い、サプライチェーン全体を考慮し、自社の責任として
捉え、物流等取引先を巻き込んだ取組を行う。

99

２．鉄道及び船舶の活用などの輸送方法の選択

３．輸送効率の向上

４．低公害・低燃費車等の利用割合の向上

５．エコドライブの推進支援

６．環境に配慮した物流資材（パレット、梱包材）の利用

７．環境に配慮した製品開発の実施

８．荷主と貨物輸送事業者との連携

⇒ 「輸配送における荷主向け環境取り組み状況チェックリスト」
（ガイドライン4-6頁）



◇ 荷主自らの取組把握とサプライチェーンのグリーン化

全39項目

・ 「社内の輸送に係る環境取組実施

率」が60％以上であり、かつ

No.39※をクリアしている場合は、

GPN輸配送シンボルマークが使用

No.39
=エコ商品ねっと掲載貨物輸送事業

➣

10

社内の輸送に係る環境
取組実施率（％） 39項目中、対象外を除いた

輸配送に係る環境取組総項目数

実際に取り組んでいる項目数（但し、
No.39は必須）

者との契約

＝

GPN輸配送シンボルマーク

荷主は、自らの環境取組を把握
するだけでなく、環境に取り組
む運送事業者を優先採用する
ことで、サプライチェーンのグ
リーン化推進

× 100



② 貨物運送事業者の取組把握・選定
―評価された貨物運送事業者を優先採用する仕組み―

荷主は、貨物運送事業者の信頼性や透明性を考慮して、
環境経営や安全性、環境取組における第3者評価を受け
た貨物運送事業者を選択する・

①環境マネジメントシステム認証の取得事業者
ISO14001、グリーン経営認証、エコアクション21、KES、

第3者評価(エコ商品ねっと掲載の必須項目)

1111

ISO14001、グリーン経営認証、エコアクション21、KES、
エコステージ、地方版EMS等のいずれか一つ以上を取得

②1台ごとの正確な燃費を実測把握し、荷主の要求に応じて

情報提供できる事業者
・グリーン・エコプロジェクトへの1年以上の参加事業者

・東京都貨物輸送評価制度による燃費評価を受けている事業者

・燃費におけるJ-クレジット（国内クレジット/オフセット・クレジット）
の創出事業者
・上記と同等の取組を担保し、第3者評価を取得している事業者



（１）基礎情報・・・社名、所在地、主たる事業エリア、主取扱商品
車種、車両数

（３）情報提供項目(貨物運送事業者からの)
・ 東京都貨物輸送評価制度に関する情報

（２）環境情報・・・GPNタイプ (A、B、C)、燃費取組の詳細、環境経営
の詳細、低公害・低燃費車両の保有台数

◆貨物運送事業者の情報開示

・ 東京都貨物輸送評価制度に関する情報
・ 燃費におけるＪ-クレジットの創出に関する情報
・ グリーン・エコプロジェクトの参加状況

（４）その他の考慮事項
・ 貨物自動車運送事業安全性評価(Gマーク)
・ 重大事故発生件数
・ 情報セキュリティマークの取得状況
・ 事業者評価チェックリスト※ （※自己申告に基づく情報開示）

⇒ 貨物運送事業者の露出度を高め、荷主が優れた貨物運送事業者を
優先的に採用する仕組み （ビジネスマッチングの場を提供）12



・ 貨物運送事業者の環境に配慮した取り組みを評価する 際に
考慮すべき重要な観点をリストアップしたもの

・ 複雑な規格やプログラムを導入することが困難な規模の事業
者（比較的小規模の事業者）にも適用できる簡便性と、あらゆ

◆事業者評価チェックリスト(57項目)

る業種の事業者に適用できる汎用性

・環境取り組み体制
・環境への取り組み （輸送計画の立案、低公害・低燃費車等の導入、
エコドライブの実施、グリーン購入、廃棄物）
・環境情報の公開他
・その他の取り組み
（自動車の点検・整備、安全性、輸送品質、社会とのコミュニケーション）

・環境取り組み体制
・環境への取り組み （輸送計画の立案、低公害・低燃費車等の導入、
エコドライブの実施、グリーン購入、廃棄物）
・環境情報の公開他
・その他の取り組み
（自動車の点検・整備、安全性、輸送品質、社会とのコミュニケーション）

≪≪情報開示項目情報開示項目≫≫

13



「エコ商品ねっと」における情報開示
◆貨物運送事業者の情報開示（例）

14



「エコ商品ねっと」における情報開示

◆貨物運送事業者の情報開示 （Ｐ11-18）

・【環境経営】及び【燃費取組】の掲載条
件のいずれかを満たす貨物運送事業
者は、以下に示すGPNタイプ別に区分
化。

1515

化。

貨物運送事業者の貨物運送事業者のGPNGPNタイプ表示タイプ表示

GPN タイプ 燃費取組 環境経営

Type A ○ ○

Type B ○ ―

Type C ― ○

http://www.gpn.jp/econet/



GPN輸配送シンボルマークの新設
◆輸配送シンボルマークとは
荷主及び貨物運送事業者が、「輸配送（貨物自動車）」契約ガイドラインに
沿って輸配送における環境負荷低減と、温室効果ガスの削減に取り組み、
一定の水準をクリアされた場合に使用できるシンボルマークです。
このマークは、荷主、貨物運送事業者双方が自社の取組をアピールされる
場合に活用していただけます。

◆輸配送シンボルマークの使用条件
・グリーン購入ネットワークの会員・グリーン購入ネットワークの会員
・ 「輸配送における荷主向け環境取組状況チェックリスト」の算定結果が対
象外を除き60％以上+エコ商品ねっと登録貨物運送事業者との契約
・貨物運送事業者及び利用運送事業者は、「エコ商品ねっと」掲載事業者

対象者 シンボルマーク利用基準 共通ロゴデザイ ン

荷主
算定結果が60％以上
かつNo.39を達成

貨物運送事業者
利用運送事業者

Type A
Type B
Type C

16



■貨物輸送事業者一覧・14社登録（11月20日現在）

大出運輸株式会社（関東）、大徳運輸株式会社（関東）、
SBSロジコム株式会社（関東）、株式会社藤倉運輸（全国）、
有限会社金城運輸（関東）、みすゞ興業株式会社（関東）

ﾀｲﾌﾟA
環境経営及び燃費取組
の両方において第3者評
価 を取得

株式会社三急運輸（関東）ﾀｲﾌﾟB  
燃費取組のみ第
3者評価を取得

ウェルポート株式会社（関東・近畿他）、株式会社ニップンロ
ジス（全国）、株式会社鈴与カーゴネット東京（関東）、福岡
陽晃運輸株式会社（九州）、国分ロジスティクス株式会社

ﾀｲﾌﾟC
環境経営のみ第
3者評価を取得 陽晃運輸株式会社（九州）、国分ロジスティクス株式会社

（全国）、丸大トラック株式会社（北海道）、ジャパントラック大
阪株式会社（近畿）

3者評価を取得

■荷主と貨物運送事業者

荷主 貨物運送事業者

日本製粉株式会社 株式会社ニップンロジス、福岡陽晃運輸株式会社、
丸大トラック株式会社

国分株式会社 国分ロジスティクス株式会社、ＳＢＳロジコム株式会
社、株式会社鈴与カーゴネット東京





「エコ商品ねっと」への登録方法「エコ商品ねっと」への登録方法

＜エコ商品ねっと登録・更新期間＞

・ 年4回 （3月・6月・9月・12月）
登録期間： 随時、受付中。
情報公開日： 12月25日（水）

・ メールやWEBを中心とする登録スタイル

GPN会員へのご入会 （入会費 ： １万円）

掲載料のご負担 （年間掲載料：６千円）

★「エコ商品ねっと」掲載促進キャンペーンの実施中！

＜通常の手続き＞

キャンペーン期間 ： 2013年8月23日～2014年3月末まで

GPN会員でなくても、年間掲載料（6,000円）のみのご負担で、
掲載することができます（ 2014年3月末迄の期間）。

・ メールやWEBを中心とする登録スタイル



「エコ商品ねっと」「エコ商品ねっと」 印刷サービス印刷サービス



「エコ商品ねっと」「エコ商品ねっと」 ホテルホテル



「エコ商品ねっと」「エコ商品ねっと」 グリーン電力証書グリーン電力証書



グリーン購入は “円（￥）の投票”
消費者が未来へのカギを握っている！

一人の百歩より 百人の一歩！



「エコ商品ねっと」に関するご質問・ご登録「エコ商品ねっと」に関するご質問・ご登録

グリーン購入ネットワーク事務局
TEL. 03-5642-2030 ／ FAX. 03-5642-2077

「エコ商品ねっと」に関するご質問・ご登録「エコ商品ねっと」に関するご質問・ご登録

グリーン購入ネットワーク事務局
TEL. 03-5642-2030 ／ FAX. 03-5642-2077TEL. 03-5642-2030 ／ FAX. 03-5642-2077
E-mail：gpn@gpn.jpgpn@gpn.jp
TEL. 03-5642-2030 ／ FAX. 03-5642-2077
E-mail：gpn@gpn.jpgpn@gpn.jp

ご清聴ありがとうございました


